
4月24日〔場所：上丸子～腰越／主催：腰越お練り保存会〕
　７年ごと（寅年と申年）に開催される、腰越３地区（深山・向井・町）の諏訪神社御柱
祭が行われ、町組の一本木諏訪神社御柱祭ではお練り行列が、街中を練り歩きました。
　青年男子による勇ましい「大なぎなた」「奴練り」や、小学生から高校生までの女子による
華やかな「姫なぎなた」など、65人が息の合ったお練りを披露しました。

腰越諏訪神社御柱祭お練り
（上田市指定無形文化財）

平成 28 年 ／ 2016  6.16 発行
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地域自治センターだより

丸子地域行事イベント予定（6月～8月）

 6月 18日 いきいきフェスティバル2016
   ラベンダー祭り（～7/10まで：音楽村）
  26日 自治会アレチウリ駆除一斉行動日
  28日 第3回丸子地域協議会
 7月 2日 依田窪プールオープン
  9日 霊泉寺温泉クリーンフェスタ
  16日 依田窪プール祭り
  26日 第４回丸子地域協議会
 8月 4日 米国ブルームフィールド市郡より中高生来日
  6日 第39回丸子ドドンコ
   合併10周年記念事業「生糸のまち展」
   （～8/15まで：丸子文化会館）
  7日 第21回信州爆水RUN in 依田川
  11日 立川談慶・茂木健一郎トークショー
   （合併10周年記念事業）

発行 ● 丸子地域自治センター　〒386-0492 上田市上丸子1612番地　電話42-3100　FAX43-3666　E-mail mtiiki@city.ueda.nagano.jp　　印刷 ● ㈲大和印刷
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　５
月
28
日（
土
）か
ら
６
月
５

日（
日
）ま
で
の
間
、
信
州
国
際

音
楽
村
周
辺
を
会
場
に
、
音
楽

や
ア
ー
ト
に
触
れ
親
し
む
信
州

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　６
月
４
日
は
、
パ
ノ
ラ
マ
ス

テ
ー
ジ
ひ
び
き
に
お
い
て
依
田

保
育
園
児
に
よ
る
、
元
気
な
開

会
宣
言
の
も
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
ス
テ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
丸
子
地
域
の
小
・
中

学
校
や
、
地
元
市
民
団
体
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
吹
奏

楽
、
太
鼓
な
ど
の
発
表
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
観
客
が
大
き
な
拍

手
を
送
り
ま
し
た
。

地域の話題

信州ルネッサンス 2016

伝
統
の
継
承

　こ
の
４
月
、腰
越
地
域
の
三
つ
の
諏
訪
神
社

で
御
柱
祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
11
月
、「
山
出
し
」を
行
い
里
に
下
ろ

さ
れ
た
御
柱
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
ま
で
曳

く「
里
曳
き
」は
、３
日
の
深
山
地
区
、深
山
諏

訪
神
社
を
皮
切
り
に
、17
日
の
向
井
地
区
、岡

森
諏
訪
神
社
、24
日
の
町
地
区
、
一
本
木
諏

訪
神
社
で
行
わ
れ
、御
柱
が
そ
れ
ぞ
れ
の
境

内
に
無
事
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　伝
統
行
事
を
通
じ
、地
域
の
心
が
ひ
と
つ
と

な
り
ま
し
た
。

依田保育園のお友達

丸子北中学校吹奏楽部マーチング

西内小学校金管バンド

丸子中央小学校合唱クラブ丸子北小学校金管部

御
柱
大
祭

上田市合併10周年記念事業 ◆ 信州国際音楽村開村29周年記念

深山諏訪神社

深山諏訪神社

岡森諏訪神社 岡森諏訪神社

一本木諏訪神社 一本木諏訪神社 一本木諏訪神社
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　４
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
上
田

市
教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
飯
沼

自
治
会
内
に
あ
る
「
飯
沼
郷
蔵
」

が
上
田
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
丸
子
地
域
の
文
化
財

が
指
定
さ
れ
る
の
は
、
平
成
十
九

年
に
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
た
「
鳥

羽
山
洞
窟
遺
跡
出
土
品
」（
丸
子
郷

土
博
物
館
で
展
示
中
）
以
来
で
す
。

　飯
沼
地
区
は
、
江
戸
時
代
は
岩

村
田
藩
領
で
あ
り
、
飯
沼
郷
蔵
も

岩
村
田
藩
が
所
有
し
て
い
ま
し
た
。

郷
蔵
と
は
江
戸
時
代
に
貢
租
徴
収

の
末
端
機
構
と
し
て
、
郷
村
（
農

村
の
自
治
組
織
）
ご
と
に
建
設
さ

れ
た
穀
蔵
を
い
い
ま
す
。
明
治
に

な
り
郷
蔵
と
し
て
の
役
割
を
終
え

た
後
は
、
明
治
33
年
か
ら
大
正
４

年
ま
で
飯
沼
夜
学
会
と
称
し
、
学

問
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

内
部
の
壁
面
に
は
、
当
時
の
時
間

割
表
や
、
教
師
と
生
徒
の
名
前
が

今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　指
定
に
向
け
昨
年
実
施
し
た
調

査
で
は
、
飯
沼
自
治
会
の
皆
さ
ん

と
、
信
州
大
学
で
建
築
学
を
学
ぶ

学
生
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、「
歴
史

的
な
建
物
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

よ
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　現
在
、
郷
蔵
は
飯
沼
自
治
会
が

所
有
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

　詳
し
く
は
「
広
報
う
え
だ
」
６

月
16
日
号
を
御
覧
い
た
だ
く
か
、

丸
子
地
域
教
育
事
務
所
（
丸
子
公

民
館
）
ま
た
は
文
化
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　丸
子
温
泉
郷
の
平
井
自
治
会

内
、
宮
沢
地
区
の
独
鈷
山
登
り

口
に
広
大
な
平
坦
地
が
あ
り
、

そ
の
字
名
は
「
御
屋
敷
」
で
す
。

　過
去
の
調
査
で
、こ
の
地
の
畑

の
一
角
に
土
塁
の
築
か
れ
た
跡

も
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、身
分

の
高
い
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
て
お
り
、そ
の
人
物

は
真
田
昌
幸
の
四
男
、昌
親
に

間
違
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　古
文
書
に
は
、
父
の
昌
幸
か

ら
平
井
に
領
地
を
与
え
ら
れ
、

そ
の
後
上
田
城
主
と
な
っ
た
兄

の
信
幸
に
仕
え
、
兄
の
松
代
移

封
の
際
は
共
に
移
住
し
た
と
記

さ
れ
て
お
り
、
没
後
は
松
代
の

大
林
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
平
井
御
屋
敷
地
籍
か
ら

鹿
教
湯
温
泉
の
御
殿
地
籍
ま
で

の
小
道
が
、
地
元
で
は
古
く
か

ら
「
姫
道
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

昌
親
の
娘
の
「
お
姫
様
」
が
別

宅
の
あ
っ
た
御
殿
地
籍
ま
で
の

移
動
の
際
に
通
っ
た
道
で
あ
る

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

※

現
在
は
土
砂
崩
落
な
ど
に
よ

り
、
通
過
で
き
な
い
所
が
あ
り

ま
す
。

　平
井
の
御
屋
敷
地
籍
は
、
春

に
は
独
鈷
山
千
本
桜
祭
り
、
秋

に
は
ひ
ま
わ
り
コ
ス
モ
ス
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
御
尽
力
に
よ
り
、
独
鈷
山
の

入
口
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
き

れ
い
な
花
が
楽
し
め
る
丸
子
地

域
の
新
た
な
観
光
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
年
々
来
場
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

　お
姫
様
が
鹿
教
湯
温
泉
へ

通
っ
た
姫
道
伝
説
。
鹿
に
化
身

し
た
文
殊
菩
薩
が
猟
師
に
教
え

た
名
湯
の
伝
説
と
共
に
、
歴
史

あ
る
鹿
教
湯
温
泉
の
神
秘
性
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　秋
に
は
、
こ
の
姫
道
を
歩
く

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
伝
説
を
想
い
な
が

ら
、
改
め
て
身
近
な
名
湯
で
あ

る
鹿
教
湯
温
泉
へ
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ひ
ま
わ
り
・
コ
ス
モ
ス
祭
り

独鈷山千本桜祭り

鹿教湯温泉
ノルディックウォークフェスタ

問 産業観光課  商工観光係　電話42-1047／有線24524

問 丸子地域教育事務所　電話42-3147／有線24722　・　文化振興課　電話23-6362

大河ドラマ「真田丸」の舞台    信州上田

真
田
氏
の
お
姫
様
が
平
井
に
住
み

鹿
教
湯
温
泉
へ
通
っ
た
!?

… 丸子地域の真田氏ゆかりの地を紹介します … vol.7

飯
沼
郷
蔵

い
い           

ぬ
ま            

ご
う             

く
ら

新
た
な
文
化
財
が

指
定
さ
れ
ま
し
た

真田姫伝説の姫道

●●
●

●

鹿教湯富士
独鈷山

西内
小学校

郵便局

虚空蔵堂

霊泉寺温泉

国道254号

大塩温泉

コンビニ

病院

平井
御屋敷地籍

平井：宮沢の御屋敷地籍から
鹿教湯温泉の御殿地籍をつなぐ道

鹿教湯温泉
御殿地籍
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1
2

問 市民サービス課  環境担当　電話42-1054／有線24490

ルール違反ごみ「ゼロ」に、ご協力をお願いします

平成27年度 ごみ集積所での
　　 ルール違反ごみ（全472件）

お知らせ

★ルール違反ごみとならないよう、次の２点を再度ご確認ください。

平成27年度 ごみ集積所（丸子地域）でのルール違反ごみ（合計472件）について集計・分析したところ、
次のようなことが分かりました。今後のごみ分別の参考としていただくため、お知らせします。

プラスチック類のうち、  　      マーク付きプラスチックだけが緑色の袋で出せます。

「プラマーク付きプラスチック」 収集日に出されたルール違反ごみ ワースト５

ルール
違反ごみ
全472件

記名あり
334件

無記名
138件

　ルール違反ごみの約7割（334件）はしっ
かり記名されていたことから、「勘違い」
や「分別ミス」など、「違反意識のない」
まま出されているごみが多くあることが分
かりました。

　違反ごみの約9割（443件）は、水曜日
（「プラマーク付きプラスチック」の日）に
出されています。

また、違反ごみには、一定の傾向があるこ
とも分かりました。

ルール違反ごみの
約7割に

「記名あり」

⬇
違反意識のない
ルール違反ごみ

すべて
「燃やせないごみ」
として出してください。

ワースト1位

台所関係
スポンジ、プラスチック製保存容器 等

ワースト2位

ハンガー
プラ製、針金製

ワースト3位

金属類
空き缶を含む

ワースト4位

園芸関係
プラ製のプランター、植木鉢 等

ワースト5位

浴室関係
プラ製の洗面器、イス
マット、湯船ふた 等



図書館だより

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602
5

～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

　現在放映中のNHK朝のドラマ「とと姉ちゃん」は「暮しの手帖」の創業者である大橋鎮子氏
をモデルとして描かれています。
　今回は上田図書館所蔵の中で最も古い、「暮しの手帖」第Ⅰ世紀10号（昭和25年12月1日発
行）などお借りし展示しています。
　どうぞお楽しみください。

　1972年６月５日からストックホルムで開催された「国連
人間環境会議」を記念して、国連では６月５日を「世界環
境デー」と定めています。
　日本では、環境基本法において６月５日を「環境の日」、
６月の1か月間を「環境月間」として定め、環境保全活動の
普及、啓発に関する各種行事等を行うこととしています。
　図書館でも、季節の本・おすすめの本コーナーに環境に
関する本を揃えてあります。ぜひご利用ください。

●「暮しの手帖展」展示中
情報コーナー　

　５月12日木曜日、ちぐさ幼稚園の年長さん年中さん26人のみなさんが、公共バスを利用し
た遠足で図書館に来ました。丸子ベルパークでお昼を食べたあと来館し、ふだんは移動図書
館車「あおぞら号」を利用していますが、この日は広い図書館で、思い思いの絵本を読んだ
り、先生に読んでいただいたりして楽しい時間を過ごしました。

●ちぐさ幼稚園の園児のみなさんが遠足で図書館を利用しました

　今回は「丸子町誌」全５巻の紹介です。
　丸子町誌の刊行は、町制施行80周年の記念事業の一つとして計画さ
れ、昭和60年に刊行事業がはじまり、歴史編３巻が平成４年１月に発
行、その後同年10月に民族編、同年11月に自然編が発行されました。
原始・古代より今日にいたるまで、先人の築いてくれた歴史・文化・
自然を記録に留めた貴重な資料です。「親しみやすく、わかりやす
い」を心がけて刊行した町誌です。どうぞご利用ください。

●郷土本、紹介コーナー ☆ 丸子地域に関わる本を紹介します！

月 火 水 木 金 土日
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

8月
月 火 水 木 金 土日

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

7月

24
31

図書館カレンダー 赤い日が休館日（毎週月曜日、振替休日、月末整理日）です。

６月は環境月間です

お知らせコーナー　これからのイベント予定
●「真夏の夜のおはなし会」
日時：８月11日木曜日（山の日）　夜７時から１時間程度
　おはなしボランティアのみなさんによる「真夏の夜のおはなし会」を開催します。今年
は里山をテーマに絵本の読み聞かせ、大型絵本・パネルシアター、紙芝居などもりだくさん
で企画しています。普段はみられない夜の図書館を、ご家族みなさんでお楽しみください。

月 火 水 木 金 土日
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

6月
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丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子公民館　電話42-3147／有線24722

国際交流フェスティバル 2016 in Maruko が開催されました

小中学校を対象とした、平成２８年度
ひびきあい教室が開講しました

自然を楽しむ会

囲碁・将棋を楽しむ会

上田イングリッシュクラブ（高学年）

上田イングリッシュクラブ（低学年）

子ども絵画クラブ おこのみ料理教室

ブラジルなどを紹介「ゆうあいまるこ」 茶道「ちごゆりの会」

丸子修学館高校の意見発表 ボリビアの民族舞踊

絵手紙を楽しむ会

学校や学年をこえた仲間づくりをしよう！

　5月22日、丸子文化会館で国際交流フェスティバ
ル2016 in Marukoが開催されました。晴天の下、約
600人の来場があり、丸子地域などで国際交流を進
めている17団体の活動紹介や、和食や各国の料理、
コーヒーなどがふるまわれました。また、出展団体ご
とに10か国語の「こんにちは」のあいさつを交わすス
タンプラリーが人気でした。
　屋外の特設ステージでは、和太鼓や日本舞踊をは
じめ国際色豊かなダンスパフォーマンスで大変盛り
上がりました。丸子修学館高校の意見発表では、
日々学校での英語学習や将来就きたい職業につい
て発表があり、夢があふれる高校生の意見を観客の
みなさんは真剣に聞いていました。

　５月14日、平成28年度のひびきあい教室が開講しました。丸子地域の小中学校か
ら85人の参加申し込みがあり、各会場で開講式がありました。今年度は、上田イン
グリッシュクラブ（低学年＆高学年）、囲碁・将棋を楽しむ会・自然を楽しむ会、子ど
も絵画クラブ、おこのみ料理教室、絵手紙を楽しむ会の７つの教室が開かれまし
た。指導の先生は地域の人たちです。慣れた学校の教室の仲間と違い、はじめは初
めて顔を合わすお友達に緊張した様子でしたが、時間が経つにつれて和やかな雰
囲気になりました。
　これから来年２月まで毎月第２土曜日に集まり、基本的な技術や知識を学びま
す。また、学校、学年をこえた交流の中から自主的に仲間づくりを進め、先生のお手
伝いを通じて、リーダーやボランティアの心も育てます。
　教室のひとつの「絵手紙を楽しむ会」では、中学２年生から小学１年生までが葱坊
主やあやめなど同じ画材を描きました。絵手紙を楽しむ会の滝沢美三子先生は、

「それぞれ、そう見えたのね」と描いた線や色使いをほめていました。受講者みんな
が先生からほめられ誇らしげに絵を提出し丸子公民館入口に展示しました。

ねぎ  ぼう

ず
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問 地域協議会事務局（地域振興課内） 電話42-1011／有線24510問 地域協議会事務局（地域振興課内） 電話42-1011／有線24510

第６期委員の活動が始まりました

　第６期（平成28、29年度）地域協議会の合同委嘱式が、４月19日、上
田創造館で開催されました。市内全域の地域協議会委員が出席し、各地
域の代表委員がそれぞれ母袋市長から委嘱書を受け取りました。
　委嘱書交付の後は、市長講話と地域協議会についての研修が行われました。

　委嘱式終了後、丸子地域
自治センター講堂に場所を
移し、第１回会議を開催し
ました。
　会議は自己紹介から始ま
り、地域協議会の概要や任
務について説明を受け、会
長・副会長を選出しました。
その後、第５期丸子地域協
議会からの申し送り事項の
確認を行い、新たなメン

バーによる研究・検討が始まりました。
　５月30日には第２回会議を開催し、丸子郷土博物館への公文書館併設
について、分科会・研究会の当初の設置について、依田川リバーフロン
ト市民協働事業への参画について協議を行いました。
　また、平成28年度丸子地域自治センター重点目標について、平成28年
度上田市防災訓練について、わがまち魅力アップ応援事業第2回募集につ
いての報告を受けました。

地域協議会で話し合われた詳細な内容は、ホームページに掲載しています。「丸子地域協議会」で検索してください。
http://www.city.ueda.nagano.jp/mtiiki/shise/chiikizukuri/kyogikai/maruko/index.html

第６期丸子地域協議会委員名簿（敬称略）

役　職 　氏　名　　　自治会名
会　長 久保田和英 下長瀬
副会長 工藤　裕子 中丸子
委　員 大神　文子 海　戸
委　員 小澤　　厚 中丸子
委　員 掛川　忠康 海　戸
委　員 金井　良光 尾野山
委　員 後藤　有希 石　井
委　員 齋藤　　明 西　内
委　員 櫻井　義明 和　子
委　員 佐藤　重喜 三反田
委　員 田村　裕子 御嶽堂
委　員 永井　静江 西　内
委　員 堀内百合子 藤原田
委　員 牧内　由貴 飯　沼
委　員 八木沢啓一 石　井
委　員 山岸　嘉幸 上長瀬
委　員 横山　佳栄 坂　井
委　員 吉池美智恵 飯　沼
委　員 依田　勝夫 下丸子
委　員 綿谷　憲一 三反田

大神委員が丸子地域を代表して委嘱書を受け取りました

各地域の代表委員

市長講話 第2回地域協議会

第２回地域協議会
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温泉を活かした新たなチャレンジが始まります

問 産業観光課  商工観光係　電話42-1047／有線24524

　上田市は、５月１６日に環境省、公
益社団法人日本理学療法士協会の３者
により、「温泉を活かした健康づくり
に関する協定」を締結し、国民保養温
泉地の指定を受けている鹿教湯温泉等
において、健康増進に関する事業を展
開することとなりました。

　環境省と国民保養温泉地のある自治体が、協定を締結するのは全国初の試み
であり、新たな連携によるチャレンジの機会を「健幸都市うえだ」の実現や地
域の活性化につなげられるよう、関係機関との研究や検討を進めます。

左から、半田一登（公社）日本理学療法士協会長、
鬼木　誠　環境大臣政務官、母袋創一　上田市長、
奥主喜美　環境省自然環境局長

環境省において、鬼木誠環境大臣政務官立会い
のもと、奥主喜美環境省自然環境局長、半田一登
（公社）日本理学療法士協会会長、母袋創一上田
市長の３者がそれぞれに署名を行いました。

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612   電話 42-1011   有線 24510   FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp
http://www.city.ueda.nagano.jp/mtiiki/index.html

丸子地域主なできごと（4月～6月）
地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）や
話題の写真をお寄せください。

環境にやさしい運転（エコドライブ）を
　　　　　　　　　　　　実践しましょう

●本紙は環境に配慮し、古紙配合率100％再生紙とベジタブルインクを使用しています。

４月 3日 深山諏訪神社御柱祭

 6日 小・中学校入学式

 17日 岡森諏訪神社御柱祭

 19日 第1回丸子地域協議会

 24日 一本木諏訪神社御柱祭

５月 22日 国際交流フェスティバル2016 in Maruko

 26日 まるこ春秋学園開講式

 28日 信州国際音楽村ルネッサンスウィーク
  （～6/5まで）

 30日 第2回丸子地域協議会

６月 12日 第30回 木曽義仲挙兵

  弓道大会　

水辺だより
依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会 地域の宝 ～水辺環境を保護しましょう～

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会事務局（地域振興課内）電話42-1011／有線24510

水辺キラキラ☆川の恵みに感謝

「自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり」について身近に考え、
関心を高めることを目的に川の絵・川の写真を募集します。　

●作品の内容／依田川・内村川・千曲川の風景、川とくらし、水と親し
む姿や魚釣りなど「ふるさとの川」を表現した絵や写真

●募集期間／平成28年８月１日（月）から11月30日（水）
●作品の提出先／丸子地域自治センター地域振興課
●大きさの基準／用紙、用具、写真のサイズは問いません。
　　　　　　　　デジタルデータでも可

応
募
規
定 ★ 参加賞 ★ 

応募者全員に記念品を贈呈します

川の絵・川の写真を募集します

●コース　◆鉄人コース 〈依田川〉（約８㎞）
　　　　　◆ずくだして GO ！コース 〈山と川〉 （約４㎞）
　　　　　◆ファミリーグループコース 〈内村川〉 （約３㎞）
●定　員　◆鉄人コース
　　　　　◆ずくだしてGO！コース
　　　　　◆ファミリーグループコース ………500名程度
●参加料　◆鉄人コース 及び ずくだしてGO！コース／3,000円
　　　　　◆ファミリーグループコース（1グループ5人までエントリー可能）
　　　　　　小・中学生／500円　 高校生以上／1,000円

第21回  信州爆水RUN ｉｎ 依田川

小学生
未満は
無料両コースで 700名程度）

●開催日８月７日（日）

●申込期間
　６月14日（火）～６月24日（金）
　※定員になり次第、締め切る場合があります。
　※当日の受付はありません。
●申込先・お問い合わせ
　信州爆水RUN in 依田川 実行委員会事務局
　（丸子総合体育館内） 電話43-2250　有線24611

丸子 平成28年/2016. ６.１発行
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